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令和７年東京雄⽔会の集い 次第 
令和７年６⽉２１⽇（⼟）11：30 開会    

於 アルカディア市ケ⾕ 阿蘇の間 
 

司 会  幹事⻑（⾼ 21 期）佐 藤 政 雄 
                      
黙     祷 

 開 会 の 挨 拶………………………………………………………………司  会  者 
 校 歌 ⻫ 唱……………………（指揮 宮崎 勇⼀＝⾼ 18 期）  全     員 
 会 ⻑ 挨 拶…………………………東 京 雄 ⽔ 会 会 ⻑  川 ⼝ 輝 司 
  
◎総     会 

 ○報 告 事 項  （１）令和６年度活動報告 
         （２）令和６年度収⽀決算報告 
         （３）監 査 報 告  

（４）令和６・７年度活動⽅針 
○審 議 事 項  （１）令和７年度収⽀予算（案） 

         （２）役員の⼀部変更（案） 
         （３）そ の 他 
 
◎来 賓 紹 介………………………………………………………………司  会  者 
◎来 賓 祝 辞……………………  秋⽥商業⾼校   校 ⻑  ⾼⽥屋  馨  様 
                  秋 商 雄 ⽔ 会 副会⻑  佐々⽊ 久 ⼦ 様 
                           恩 師  今 野 正 樹 様 
 
 
◎講     演……演 題「⼼の故郷 秋商の３年間」 
           元プロ野球選⼿ マリーンズ・ベースボールアカデミー前校⻑ 

                ⾼ 28 期  武 藤 ⼀ 邦 様 
 
◎懇  親  会        司 会     副会⻑(⾼ 28 期)  ⾼ 橋  貢 
                       副会⻑(⾼ 33 期)  ⽩ ⽯ 稲 ⼦ 
                           
 乾     杯……………  ご発声 秋⽥県東京事務所 所⻑  佐々⽊ 重 夫 様 
   
       ⼩林陽⼀トリオ with 神⾺美代⼦ ミニライブ 
       お楽しみ抽選会    
        

校歌・必勝歌⻫唱……………………（指揮 宮崎 勇⼀＝⾼ 18 期）    全   員 

                                   

 閉 会 の 挨 拶…………………………………………   副会⻑(⾼ 33 期)   齋 藤 奈智⼦
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ご  挨  拶 
 

                             東京雄⽔会 会⻑ 川⼝ 輝司 
 
 
 

 
 
 
 
会員の皆様には、ますますご健勝のこととお

慶び申し上げます。平素は、同窓会へ格別のご
理解とご協⼒を頂いておりますことに厚くお
礼申し上げます。昨年 6 ⽉の総会で越前⾕千秋
会⻑の後任に推挙いただき、９代⽬の会⻑に就
任いたしました。誠に微⼒ではございますが、
会⻑として東京雄⽔会発展のため役員の⽅々
と⼒を合わせ努⼒いたす所存でございますの
で、ご⽀援のほど、よろしくお願い申し上げま
す。 

さて、昨年の総会で年会費の改定と会報送付
基準制定のご承認をいただきました。 

会の財政状況は、単年度では毎年⾚字が続い
ており会員有志からの寄付⾦で⾚字増加を抑
えているのが現状であります。令和 7 年には、
当会も会員数約 1,020 名のうち 75％弱が⾼齢
者となります。特に会の中⼼としてご活躍いた
だいております⾼ 19 期までの会員が後期⾼齢
者となります。このような状況下、毎年会費納
⼊者が減少しており令和 6 年度の納⼊者は 350
名弱となりました。この厳しい現実に対処する
には若い層の同窓会への参加者を増やすこと
は勿論のこと、特に定年退職を迎える会員を如
何に同窓会に参加していただくかが重要と考
えております。そのためには、ホームページや
LINE など SNS を活⽤して同窓会に関⼼をもっ
てもらうことが不可⽋となり 
ます。幸いにして⾼ 30 期以降の役員が 5 名と
なり SNS の活⽤に積極的で⼒強い限りです。 

また、費⽤削減にも引き続き努めてまい 
ります。特に送料の⼤幅上昇により今まで 
全会員に送付していました会報を卒業後 
10 年間以内の会員を除き、前年度年会費納⼊ 
 

 
 
 
 
者に限定することといたしました。令和６年度
の主な活動は、秋商雄⽔会⽀部⻑懇談会ならび
に賀詞交歓会にそれぞれ出席し、本部との連携
に努めてまいりました。けやき会（在秋⽥市⾼
校の同窓会東京⽀部や郷⼟会で構成する秋⽥
市との情報交換会）の⼀員として在京秋⽥市政
情報交換会に出席し他⾼校同窓会関係者と秋
⽥市との連携を深めることができました。秋⽥
ふるさと応援団が主催するチャリティの集い
にも参加、秋⽥県内の他⾼校同窓会関係者と協
⼒してチャリティを成功させました。また、第
47 回全国柔道選⼿権⼤会に出場する選⼿の陣
中⾒舞いと応援を⾏いました。今後もこれらの
活動を通じて秋商雄⽔会、他⾼校同窓会ならび
に地元秋⽥と東京雄⽔会の連携を深めてまい
りたいと思っております。 
サークル活動は東雄句会による毎⽉１回５
句投句する通信句会の開催。雄球会による年２
回のゴルフコンペ開催。東雄⽂化部によるホー
ムページを活⽤して会員の活躍する⾏事の PR
と参加者募集を⾏いました。当会の重要なサー
クル活動として今後も積極的に⽀援推進して
まいります。 
４⽉の定期異動で学校⻑の交代がありまし

た。令和３年４⽉から⺟校に尽⼒された瀧澤徳
彦先⽣が定年退職され、⾼⽥屋馨先⽣が新たに
校⻑先⽣に就任されました。 
前校⻑の瀧澤先⽣には、数々のご功績に⼼から
お礼を申し上げるとともに、今後のご活躍をお
祈りいたします。新校⻑の⾼⽥屋先⽣には、秋
商の更なる躍進にお⼒を発揮されることを期
待いたします。 
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東京雄⽔会も本部秋商雄⽔会とともに⼒強く
⽀援してまいります。 
 

 これからも皆様と東京雄⽔会の発展に努め
てまいります。引続きご協⼒のほど、よろしく
お願い申し上げます。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今年３月の全国高校柔道選手権大会で 
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壱百六年の歴史の中で 
 

          秋⽥市⽴秋⽥商業⾼等学校 校 ⻑ ⾼⽥屋 馨 

 

 

このたび、定

期⼈事異動 で

秋⽥市⽴秋⽥

商 業 ⾼等学校

校⻑ と し て着

任 い た し ま し

た ⾼⽥屋馨と

申します。百年

を越える伝統と実績に彩られた本校にお迎え

いただきましたことを、⼼より光栄に思うと

ともに、その重責に⾝の引き締まる思いでご

ざいます。 

 

 本校は、⼤正９年に創⽴されて以来、その

歴史の中で、商業教育の分野において常に時

代の先を⾒据え、地域社会に貢献する有為な

⼈材を多数輩出してまいりました。「感謝・勤

勉・鍛錬」を校訓に掲げる本校は、知識や技

能を育むだけでなく、⽣徒⼀⼈ひとりの⼈間

性を⼤切にし、社会で信頼される⼈格の形成

を⽬指して教育活動を展開しております。 

 

 ４⽉８⽇に挙⾏された⼊学式では、新⼊⽣

209 名を迎え、全校⽣徒数は 630 名となりま

した。新⼊⽣には学習や部活動などの経験を

通じて⼈格や品格を磨き、より⾼い道徳観や

礼儀を⾝につけてほしいことや、品性の陶冶

をもって、⼈として美しくあることを求め、

主体的に⾃⼰をつくり上げていく営みの尊さ

について話しました。それぞれの⽬標に向け、

⼤いに活躍してくれるものと思っております。 

 

 私はこれまで、県内各地の⾼等学校におい

て、保健体育の教員として勤務する中で、学

⼒の向上はもちろん、社会性や主体性、そし

て他者と共に⽣きる⼒を育てることの重要性

を教育の中⼼に据えてまいりました。これか

らの未来を⽣き抜く若者には、多様な価値観

を理解し、⾃ら考え、⾏動できる⼒が求めら

れます。そのような⼒を育む教育を、本校の

恵まれた教育環境の中で、実現してまいりた

いと考えております。 

 

 本校では、全国商業⾼等学校協会主催の各

種検定試験や競技会、地域との連携による実

践的な学習活動が数多く⾏われており、⽣徒

の成⻑の場として⾮常に多様で魅⼒的な機会

が⽤意されています。また、ＩＣＴの活⽤や

探究学習の充実など、現代的な教育⼿法も積

極的に取り⼊れ、⽣徒の主体的な学びを推進

し、変化する時代に対応できる柔軟な学校づ

くりを進めていく所存です。 

 

 さらに、学校は地域社会の⼀員でもありま

す。地域の⽅々や保護者の皆さまと連携しな

がら、共に⽣徒を育てていく「開かれた学校
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づくり」に努めてまいります。本校には、「雄

⽔会」という⼼強い応援団が存在します。皆

さまからの、⺟校愛、温かい御⽀援、御助⾔

をいただきながら、本校の更なる発展に尽⼒

してまいりますので、どうかこれまでと変わ

らぬ御理解と御協⼒を賜りますようお願い申

し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結びに、秋⽥市⽴秋⽥商業⾼等学校の⽣徒たちが、それぞれの夢や⽬標に向かって意欲的に学び、 

卒業後は地域や社会の中で⼤いに活躍してくれることを願ってやみません。 

そして、教員⼀同とともに⼼を⼀つにし、「⽣徒第⼀」の教育を実現してまいります。 

今後とも、何卒よろしくお願い申し上げます。 

入学式の様子 

生徒代表あいさつ 
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校⻑退任にあたって  
〜⺟校の⽣徒の成⻑を願って〜 

 
                                                     第２４代校⻑  瀧澤 徳彦 

⽇本中が「第３波」と騒いでいた、コロ
ナ禍の令和３年４⽉に⺟校の校⻑として
赴任して以来、４年間、前会⻑の越前⾕千
秋様、現会⻑の川⼝輝司様、幹事⻑の佐藤
政雄様をはじめ、東京雄⽔会の皆様には
本当にお世話になりました。学校への⽀
援だけでなく、私個⼈にも激励の⾔葉を
いただき感謝しております。 
  
 令和３年度の「集い」はコロナの影響で
延期となり、はじめて皆様にお会いでき
たのは、令和４年１１⽉３⽇に開催され
た「令和４年東京雄⽔会の集い」でした。
３年ぶりに開催された会でありましたが、
１００名程の会員の皆様と有意義な時間
を過ごさせていただきました。どの年代
の⽅々からも⺟校に対する強い想いが感
じられ、「しっかりしなければ」と責任の
重さを痛感したのを覚えております。ま
た、実はその前の令和３年１２⽉には、埼
⽟県熊⾕市で開催された第１００回全国
⾼校サッカー選⼿権記念⼤会にサッカー
部が出場した際に、東京雄⽔会の皆様か
らは⼤応援団を組んでいただき⼤声援を
受けました。コロナ禍で外出もままなら
ない時期でありましたが、⺟校や後輩に
対しての多くの皆様からの応援には感激
しました。このように、東京雄⽔会の集い
や全国⼤会の応援、新春賀詞交歓会等を
通じて多くの⽅々と知り合うことができ
たのは、私にとって⼀番の財産です。時に
は⼤先輩から⼋橋校舎時代の話を伺った
り、懐かしい同級⽣や⽴派に成⻑した⽣
徒たちと再会したり、改めて秋商を通し
てできた「⼈と⼈とのつながり」を感じて
いるところであります。 

 
 
 

この４年間で学校としての⼀番の⾏事
でありました「創⽴１００周年記念式典」
は、２度の延期を経て、令和３年１２⽉２
１⽇に実施いたしました。当初は、東京雄
⽔会をはじめ県外の同窓⽣の皆様からも
ご出席いただき、盛⼤に開催する予定であ
りましたが、コロナの影響で参加者は⽣
徒・教職員、来賓も秋⽥市⻑に限り、会場
も秋⽥市⽂化会館から学校体育館へ変更
するなど、⼤幅に縮⼩しての開催でした。
祝賀会も中⽌し、雄⽔会員の皆様には、た
いへん申し訳なかったと思っております。
そのため、令和１２年（２０３０年）に実
施予定の創⽴１１０周年記念⾏事は、祝賀
会も含め盛⼤に開催する予定でおります
ので、是⾮参加いただければ幸いです。 
 
⺟校には、⾼校⽣の１０代、教員として
過ごした２０代から３０代にかけての１
０年間、校⻑として勤務させていただいた
５０代後半の４年間を合わせると、１７年
間も勝平の校舎に通ったことになります。
教諭時代に硬式テニス部の顧問をしてい
たこともあり、⽣徒が⼤会で活躍する姿を
観戦することが好きで、グラウンドやコー
ト、道場等にもよく⾜を運んで応援をしま
した。校⻑１年⽬は、コロナの影響で応援
規制がありましたが、全県総体の決勝戦など
には「こそっと」応援に出かけたこともあり
ました。⽣徒たちが試合で勝って歓喜の声を
上げたり、負けて悔し涙を流すなどの姿は感
動そのものでした。このように⽣徒が成⻑す
る場⾯に⽴ち会えたことや、いきいきと活躍
している⽣徒たちを⾒ていると、まもなく創
⽴１１０周年を迎え本校の伝統は偉⼤であ
り、貴いことだと実感させられます。 
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創⽴６０周年を記念して、東京雄⽔会の皆様か
らサッカー場脇に寄贈された「梅の⽊」は、今
年も冬の厳しい寒さに耐え綺麗な花を咲かせ
ました。退任間近の３⽉下旬には、感謝の気持
ちを込めて肥料を「ちょこっと」与えました。
その「梅の⽊」は、どのような⾃然環境におい
ても、変わらず花を咲かせ、実をつけます。そ
して、常に秋商の⽣徒たちの道標となり、⾒守
ってくれています。⺟校の⽣徒たちには、この
「梅の⽊」を代表するように「雄⽔会」という
⼀番の応援者が、いつでも「⾒守って、応援し
ている」という想いを忘れず、⼤きく成⻑してく

れることを願っています。 
この三⽉末で役職定年となり、現在は、秋⽥市
⼭王にある秋⽥県⽣涯学習センターでシニア
エキスパートとして勤務しております。職場の
窓からは、朝⼣、秋商の⽣徒たちが⾃転⾞で通
学する姿があり、唯⼀ホッとする瞬間です。 
 たくさんの思い出をくれた秋⽥商業⾼校と、
⽀えていただいた雄⽔会の皆様に⼼から感謝
申し上げると共に、⺟校の⽣徒の活躍、そして、
秋⽥商業⾼校並びに秋商雄⽔会のご隆盛を祈
念し、お礼の⾔葉とさせていただきます。４年
間、本当にありがとうございました。

 

 

 

 

校⻑退任式 

 

元ロッテ、ヤクルトの成⽥翔さんと 

 

校⻑室の⼀コマ 

 

令和 6 年度卒業式 
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活 動 報 告

◎東京雄水会の集い(総会)関連

6.4.18 集い開催案内発送 1,051 通 

6.6.22 令和 6年東京雄水会の集い開催        

 ◯於 アルカディア市ケ谷      

○会員他 70 名、来賓・講師 7名出席 

○講演 専修大学教授   

佐藤 満 氏（高 31 期） 

演題「夢の実現～オリンピック金メダル

獲得プロセスと一期一会～」 

 ○報告事項（令和 5 年度活動報告・収支決算

報告・監査報告）を承認 

 ○審議事項（令和 6・7年度活動方針・令和 6

年度収支予算・役員の選任・年会費改定と会

報送付基準制定の各案）を原案通り可決 

○来賓（お名前の◎印はご挨拶を頂いた方）       

 秋田県東京事務所所長  坂本 雅和 様 

東京秋工会   幹事長   森  健  様 

あげまき会東京支部長  藤原 宏子 様 

 秋田商業高校  校長 ◎瀧澤 徳彦 様

秋商雄水会  副会長 ◎佐々木久子 様 

 恩師         ◎目黒 大作 様 

 

 
◎会議の開催など 

6.6.1   三役会議 

 ○於 アルカディア市ケ谷       12 名出席 

6.9.21 三役会議 

○於 さいたま市浦和サポートセンター  7 名出席 

6.2.8 三役会議 

○於 京橋区民館            8 名出席 

6.4.23 会計監査 

 ○宮崎・加藤監査、川口会長、齋藤副会長、佐藤幹事長 

 
◎会報の発行 

6.6.22  会報第 51 号発行 

6.7.2  会員に発送 ○佐藤幹事長(外部委託) ○958 部

                                              
◎秋商雄水会・母校との連携等

5.11.13 雄水會会報第 19 号発送   ◯佐藤幹事長（外部委託） ◯1,008 部 

  
◎秋高連関係行事 

6.5.26 総会＆フェスタ開催 〇越前谷会長はじめ 8名参加 

6.7.26  役員会       〇於 京橋区民館 〇佐藤幹事長出席 

6.10.28 役員会・運営委員会 〇於 京橋区民館 〇齋藤副会長・佐藤幹事長出席 

6.11.4 ミニハイク（鎌倉散策）開催   ○戸井田副会長はじめ 5名参加  

7.3.7  役員会・運営委員会 〇於 京橋区民館 〇齋藤副会長・佐藤幹事長出席 

7.4.18  役員会        〇於 京橋区民館 〇佐藤幹事長出席
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◎けやき会関係行事 

6.6.1～2 秋田竿灯浅草祭り支援 

〇於 浅草六区ブロードウェイ商店街他 〇越前谷会長・伊藤副会長・安藤副会長参加 

6.8.19  運営委員会 〇於 秋田市東京事務所 〇戸井田副会長・安藤副会長出席 

6.11.13 在京秋田市政情報交換会 

 〇於 アルカディア市ケ谷 〇川口会長はじめ 10 名参加 

6.11.14 羽越線高速化促進大会 

 〇於 ルポール麹町 〇川口会長・戸井田副会長・佐藤幹事長出席 

  

◎秋田ふるさと応援団関係行事 

6.9.4 第 11回チャリティーの集い 

 〇於 スクワール麴町 〇参加者 182 名 〇川口会長はじめ 10 名参加 

 

◎その他の団体との交流 

6.10.12 あげまき会東京支部総会 

〇於 アルカディア市ケ谷 〇岸本顧問出席 

6.11.2 東京秋工会総会 

 〇於 アルカディア市ケ谷 〇川口会長出席 

 

◎サークル活動 

東雄句会  

6.6.22 東京雄水会会報第 49 号に五句抄掲載 11 名 

※毎月 1回 5句投句する通信句会開催。選句・選者選評をまとめて会報発行。毎月一人 1句を 

東京雄水会 HPに掲載。 

雄球会  

6.９.25   第 72回コンペ 於 佐倉カントリー倶楽部 

     19 名参加   優勝 加藤 由市(高 17 期) 

7.3.26   第 73回コンペ 於 佐倉カントリー俱楽部 

     16 名参加   優勝 川口 輝司(高 25 期) 

東雄ハイキングクラブ 

東雄文化部 

東京雄水会 HPを活用し、会員が活躍する行事を PR し参加者を募るとともに、結果を報告してい

る。 

5 年度に PR したもの 

6.6.18～23 湊恭太出展「地球の声を聞く」 

6.8.4  PEACE ON THE EARTH/和 LIVE 神馬美代子出演 

6.10.22 JAZZ＆Classic Music ライブ 神馬美代子出演 

6.11  若松節朗監督作品「海の沈黙」公開 
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令和６・７年度活動⽅針 
 

1.会の活性化と魅力向上について 
 ◯本会の活動を活性化するため、より多く会

員の参加を重視し、『東京雄水会の集い』

の期別運営体制の充実を図る。 
 ◯会員の融和・親睦を高めるため、同期会・

部活ＯＢ会等が開催されるよう、幹事への

働きかけや情報提供・会場紹介等のサポー

トを積極的に行う。 
 ◯会報をより身近に感じ、興味を持ち得る内

容の情報を掲載して充実する。 
 
2.ホームページの活用について 
 ◯リンク先及び秋田県関連情報の拡充、迅速

な情報提供によりさらに魅力を高める。 
 ◯同期会・居住地区会・部活ＯＢ会等の開催

を促進するため、開催の告知・終了の報告

媒体として活用する。 
 ◯本会のサークル活動への参加者拡大のた

め、積極的に活用する。 
 ◯母校の各種全国大会出場情報の告知及び応

援要請情報を提供する。 
 〇会員の活動情報を積極的に PR する。 

3.母校及び秋商雄水会との連携強化について 
 ◯日常の情報交換を密にし、秋商雄水会の総

会及び支部長懇談会に出席する。 
 ◯関東地区で開催される全国大会出場選手に

陣中見舞をもって激励すると共に可能な限

りの応援を行う。 
 
4.執行体制の強化について 

◯活動方針を具現するため、業務を分散して

役員を張り付け、責任執行処理体制を確立する。 
 
5.財政基盤の確立について 
 ◯年会費の納入率向上及び広告掲載料収入の

安定化を図ると共に、経費の節減を努める。 
 

6.外部団体との連携強化について 

 ○秋高連・けやき会および秋田ふるさと応援

団他秋田県関連組織の活動に積極的に参画

し、秋田県勢の発展と活性化に寄与する。 
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令和７年度収支予算書（案） 
（令和 7 年 4 月 1 日～令和 8 年 3 月 31 日） 

単位：円  

収  入  の  部 支  出  の  部 

項    目 
 

金 額 備 考 項 目 金   額 備 考 
 

１．総 会 会 費 

２．年  会  費 

３．寄  付  金 

(1)一般寄付金 

(2)その他寄付金 

(3)応援費寄付金 

４．広  告  料 

５．雑  収  入 

 

770,000 

1,050,000 

450,000 

(450,000) 

0 

0 

220,000 

120 

 

80 名 

350 名 

150 名 

(15 件) 

 

 

20 件 

 

 

１．総 会 会 費 

２．会  報  費 

３．会  議  費 

４．事務通信費 

５．名簿整備費 

６．寄付交付金 

(1)サークル活動 

(2)その他寄付 

７．応  援  費 

８．渉  外  費 

９．雑      費 

10. 予  備  費 
 

 

1,300,000 

300,000 

100,000 

900,000 

0 

30,000 

(30,000) 

― 

30,000 

150,000 

1,000 

20,000 

 

80 名 

900 部 

 

ＨＰ管理費含む 

 

 

 

 

 

 

 

収 入 合 計 2,490,120  支出合計 2,831,000  

 当年度収支差額 

前年度からの繰越 

次年度への繰越  

  △340,880 

  1,070,627 

    729,747 
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令和６年 東京雄⽔会の集い 
 
 

 
梅雨入り翌日にもかかわらず、晴れ間も見え
た６月２２日(土)「令和６年東京雄水会の集い」
が、アルカディア市ケ谷に、来賓・講師 7 名、
高 4 期から高 47 期までの会員 72 名が集い開
催された。最高齢は高 4期の橋本隆一さん、と
ても 89 才とは見えない元気なお姿に感心した
のは私だけではないと思います。 
第 1部（総会・講演会）では、物故会員に黙
祷を捧げ、校歌を斉唱した後、6年間の任期を
終え今年で退任される越前谷千秋会長から、次
の趣旨の挨拶があった。●日頃の会の運営への
支援・協力に対する感謝。●1月 1日に発生し
た能登半島地震で犠牲になられた方への哀悼、
被災された方へのお見舞いと一日も早い復興。
●今年はパリオリンピック・パラリンピック開
催年であり選手の活躍を期待し応援しましょ
う。●2012年から長年役員として活躍され、こ
の度故郷である矢島町へ移住された畑澤富美

夫さんへエールを送ります。 
●会長在任6年間無事に役割を果たすことがで
きたことへの御礼と次の会長へのご協力のお
願い。●会の諸活動への積極的な参加をお願い
したい。●今日は是非楽しんでいただきたい。 
その後、議事に入り議案は役員の選任。年会費

の改定・会報送付基準の制定等提案通り満場一
致で可決された。越前谷会長からバトンを受け
た川口輝司新会長から「皆様の協力を得て、伝
統ある会の発展のために尽力したい」との挨拶
があった。 
次に来賓紹介に続き、来賓を代表して、母校 
瀧澤徳彦校長、秋商雄水会 佐々木久子副会長、
恩師の目黒大作元教諭からご挨拶をいただいた。 

講演は、専修大学教授・医学博士でソウル五輪
金メダリストの佐藤満氏（高 31期）。演題は「夢
の実現～オリンピック金メダル獲得プロセスと一
期一会～」。野球少年で文武両道であった氏が、レ
スリングとの出会いから秋商への進学、茂木先生
との出会い。柳田先輩との出会い、大学進学で日

体大を選ぶことになったエピソード、大学院進学
から助手へソウル五輪での金メダル獲得までの苦
闘、その後バルセロナ五輪までの苦悩、アメリカ
への留学から指導者として努力してきたこと等を
動画も交えて熱く語っていただいた。個人的には
1500ｍを 4 分 20 秒で走っていたと聞いてその能
力に脱帽した。もっと聞いていたい講演でした。 
最後に、若松節朗さん(高 19期)から、11月公開の
映画「海の沈黙」の紹介をいただき、第 1 部を終
了した。 
第 2 部(懇親会)は安藤勝・齋藤奈智子両副会長
の司会で、秋田県東京事務所 坂本雅和所長の乾杯
のご発声で始まった。遠方からご出席の方の紹介
に続き、「小林陽一 Trio with 神馬美代子ミニライ
ブ」で和やかな雰囲気になり、各テーブル毎に懇
親を深めていた。その後、佐藤養助商店の稲庭う
どんなどが当たる抽選会で当選番号が表示される
たびに会場は一喜一憂、大いに盛り上がった。楽

しい時間はあっという間に過ぎた。エンディング
で遠藤武二応援団長の指揮で応援拍子と必勝歌・
校歌（指揮は宮崎勇一さん）を厳かに斉唱した。 
最後に、神馬美代子副会長から閉会の挨拶があり
お開きとなった。 
とにかく大いに盛り上がり、大いに飲んだ一日で

あった。 
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お待たせいたしました 

いよいよ開会です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遠藤応援団長の指揮で校歌斉唱 
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越前谷会長挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川口新会長挨拶 
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瀧澤校長 ご挨拶 
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                                    目黒先生 ご挨拶 
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講演 「夢の実現～オリンピック金メダル獲得プロセスと一期一会～」 

佐藤 満さん 
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秋田県東京事務所 坂本所長 乾杯のご発声 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関東地区以外から出席の方々 

左から石川さん(高 37 期)(秋田)、福井さん(高 31 期)（札幌）、児玉さん、今野さん(高 33 期)（秋田） 



 - 24 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小林陽一 Trio  ドラム：小林陽一、ベース：ブレント・ナッシー、ギター：田辺充邦 

ボーカル：神馬美代子 
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以下懇親会風景です 

 

 

 

 

 

神馬さんと若松監督 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左から 

高 19 期 伊藤さん、菊地さん、星野さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左から 

高 19 期 若松さん、小野さん、戸井田さん 
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                              左から 

                              高 33 期 柏谷さん、高 31 期 安宅さん 

                              高 33 期 白石さん、齋藤さん 

                              高 41 期 神馬さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              左から 

                              高 41 期 保坂さん、高 31 期 福井さん 

                              高 33 期 佐藤さん、高 33 期 今野さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              左から 

                              高 17 期 平川さん、加藤さん、松岡さん 
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中央 目黒先生をはさんで 

高 28 期 左：高橋さん、右：武藤さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左から 

高 18 期 渡部さん、田口さん 

松橋さん、辻永さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左から 

高 18 期 宮崎さん、水沢さん 

湊さん 
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                               左から                    

                               高 18 期 辻永さん、鍬田さん 

                                   小川さん、宮崎さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

左：高 4 期 橋本隆一さん   

                                右：高 9 期 橋本健四郎さん 

                                ご兄弟です               

 

 

 

 

 

 

 

 

                               右から                

                               高 11 期 竹下さん      

高 13 期 平塚さん      

                               高 15 期 長峯さん      

高 16 期 進藤さん      
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左：瀧澤校長 

右：あげまき会東京支部長 藤原さん 

後で立っているのは高 28 期 高橋さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左から 

講師の佐藤満さん 

高 28 期 武藤さん、高橋さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      左から 

      高 5 期 佐藤さん 

      東京秋工会 森幹事長 

      秋商雄水会 佐々木副会長 
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     左：高 16 期 岸本さん 

     右：高 28 期 武藤さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     左：高 37 期 石川さん 

     右：高 19 期 大森さん 

     硬式野球部です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左：高 47 期 高橋さん 

右：高 27 期 安藤さん 
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                               お楽しみ抽選会が始まりました 

                               進行の高橋さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                橋本健四郎さん 

                                稲庭うどんが当たりました 

 
 
 
 
 
 
                                
 
 
 

当たりを待つ          
                     高 20 期 左：田仲さん  

右：足利さん 
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会長賞は高 25 期の白山さん、同期の川口会長から稲庭うどんを受け取りました 

 

 

締めはやっぱり学生服姿の遠藤さん 
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校歌斉唱の指揮は宮崎勇一さんにバトンタッチ 

 

来年は 6 月 21 日(土)開催予定です 

元気でお会いしましょう 
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人生の節目に過去を

振り返ると、目の前に

様々な場面が浮かび上

がります。私にとって、

今回の傘寿(数え年で)

と云う８０歳の大台を

迎えるにあたり、改めて

自分の人生の歩みを考える時間となりました。高

校を卒業以来、東京雄水会との縁は殆どありませ

んでしたが還暦の同期会に参加したのを機に、東

京雄水会にも関わるようになりました。 

最初は多くの同期が集って活気がありましたが

年月を経て古希・喜寿を迎える頃は参加者も減り、

現在では数人で寂しさを感じることもあります。 

そんな折、東京雄水会の歴代会長に名を連ねる

同期の岸本六蔵さんから「傘寿を迎えるにあたり

会報に寄稿してほしい」との依頼を受けました。 

過去に、会報には二度も寄稿しており、前回は喜

寿の時だったため「もう書くことはない」と、お断

りしましたが、「まだ現役なのだから書くべきこと

はあるはずだ」と、押し切られて承諾するになって

しまいました。  

そこで、これまでの自分自身の人生の原点を振

り返り改めて思ったのは、現在の自分があるのは

秋田商業高校への入学と、そこで「人生の恩師で

ある笹村健明先生との出会い」があったからこそ

と、改めて深く認識するに至りました。 

 

 

 

阿部 一夫 （高 16 期） 

高校時代は特に秀でた才能もなく、自分を平凡

だと思っていましたが、たまたま体育の授業で足

が速かったことがきっかけとなり、笹村先生から

陸上競技部への勧誘を受けました。そして、それが

私の人生の大きな転機となり、陸上競技に打ち込

み、笹村先生の指導によって陸上競技を始めて２

年でインターハイに出場するまでに成りました。 

そして、法政大学への進学を果たし、陸上競技部へ

の入部を通じて更に人生の可能性を広げることが

できました。 

大学卒業後は陸上競技部のコーチを務めること

となり、その傍らで取得をした資格が今の職業へ

と繋がりました。 

幸いにも健康であるため傘寿を目前にした今も

現役で仕事を続け、社会との関わりを持っていて、

今も陸上競技部との関わりは続いており、週末に

はグラウンドへ赴いて、陸上競技部の監督を始め

とするスタッフや孫のような年代の選手達と交流

し、陸上競技を語り合い楽しんでいます。 

このように若い選手達と接していることで仕事

の場でも顧問先の若い担当者と歳の差を余り感じ

ずに交流でき、活力を得ています。 

また、陸上競技を通じて培った精神力や人との

出会いが今の自分を形作る要素となっています。

このように、スポーツを通じた交流は世代を超え

てつながり、私自身の心の若さを保つ大きな要因

ともなっています。 

傘寿を迎えるにあたり「⼈⽣の原点を振り返る」 

恩師の笹村健明先生ご夫妻との撮影(先生宅前で) 箱根駅伝でコーチとしてジープ上で選手を伴走 
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そうした関わりの中で、私は単なるＯＢとして

ではなく、陸上競技部の一員として現場に寄り添

うことを大切にしてきました。そして、その関わり

が私の人生に充実感をもたらし、今も深いつなが

りを感じています。 

その深いつながりの中で私のライフワークにも

なっている『襷新聞』の編集があります。 

この襷新聞は２００８年に発行を始めて今年の

２月には２００号を迎えました。約１７年の間に

一度も欠号することなく発行し続けてきたことは、

私にとって大きな誇りです。 この編集に携わるこ

とで選手たちと密に交流し、その成長を間近で見

守ることができるのは何よりの喜びです。 

 また、この活動は私の人生において重要な役割

を果たし、精神的な活力をも与えてくれています。 

更に、法政大学駅伝チームの活動に関する資料

の編集にも携わり、法政大学校友会の依頼により、

３年前から箱根駅伝に出場するチームの選手名鑑

の編集・制作に携わっております。 

この箱根駅伝出場に向けて法政大学の応援資料

として発行する選手名鑑の巻頭コラムの執筆や、

編集担当を通じて母校の「駅伝チーム」を校友へ伝

える役割をも担っております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの活動を通してチームを陰で支えること

ができる役割を与えられていることも自分の人生

をより豊かなものにすることができています。 

以上を踏まえまして、改めて自分の人生の過去

から現在までを振り返ってみると、人生は人との

出会いの連続で、現在は陸上部競技部の若い選手

と接することで自分自身も活力を得ていますし、

仕事を通じても顧問先の担当者と歳の差を感じる

ことなく関わることができています。 

週末の陸上競技部との関わりを離れての日常で

は個人事業ゆえ一人で過ごしている時間が多いで

すが、気分を変えて誰かと話したくなった時には、

何時でも会えるという環境があって、決して孤独

ではありません。このように「自分の居場所」が

複数あるということが、前述の気持ちの若さに繋

がっているのではないかと感じます。 

傘寿を迎えるにあたり、改めて人生を振り返り、

これまでの歩みを支えてくれた「出会い」に感謝

を捧げたいと思います。 

今後も、健康を保ち身体が動く限り、法政大学陸

上競技部のサポーターを続けながら、充実した人

生を歩んでいきたいと存じます。 発刊２００号を超えた襷新聞と箱根駅伝選手名鑑 

令和 7 年度 駅伝副主将の大島(左)と駅伝主将の花

岡 

襷新聞編集員のメンバーと 令和６年度卒業生との記念撮影 
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喜寿を迎えて 

 阿部 信男 （⾼ 19 期） 
＜誕⽣から東京雄⽔会への⼊会まで＞ 
私は昭和２４年（１９４９年）北秋⽥の⿅⾓市に
⽣まれ、中学までこの地で過ごし、秋⽥商業⾼校
に進学しました。⿅⾓市は江⼾時代に旧南部領盛
岡藩に所属しておりましたが明治４年（１８７１
年）の廃藩置県によって秋⽥県に併合されまし
た。秋⽥商業⾼等学校に進学することになったき
っかけは⼋幡平中学校 2 年次に⼭⼝教頭にご指導
を仰ぎ秋⽥商業⾼等学校への進学を進められまし
た。教頭先⽣と私の⽗が友⼈関係だったこと、教
頭先⽣が秋⽥商業⾼等学校の卒業⽣であったこ
と、の⼆つが⼤きな理由だったと考えられます。 
進学して私は⼋橋⾯影橋近くに下宿して同居する
先輩に進められ卓球部に⼊部しましたが秋⽥商業

⾼等学校卓球部は県下では敵なしで全国にも名を
馳せた有名校です。私ごときが少しの努⼒ではお
ぼつかないほど⾼レベルのクラブでした。 
⾼校卒業して就職のために上京、間もなくして東
京雄⽔会の初代会⻑の柴辻 正さんから「事務局
のお⼿伝いをして欲しい」と連絡がありました。
どのような役⽬で何をするかも理解しないままで
したが⺟校秋商の伝統継承を意気に感じて事務局
の⼀員になりました。その後も⺟校の有⼒運動部
が全国⼤会出場のために上京した際には、「梵天
＝ぼんでん」を運んで東京雄⽔会の皆さんと会場
へ応援に駆け付けました。 

 
＜東京雄⽔会事務局に関わった約５０年の歴史＞ 
初代柴辻正会⻑の期では幹事、その後歴代会⻑の
のもとで常任幹事、副会⻑を経験して第 7 代岸本
六蔵会⻑の退任を機に副会⻑を辞任しました。第
8 代越前⾕千秋会⻑の任期から顧問に、第 9代川
⼝輝司会⻑に続いております。私が副会⻑に在任
中は、東京雄⽔会のホームページの⽴上げを⾏な
いました。サークル活動の充実、同期会・OB会
活動の活発化、⺟校の⽂武両道⽀援、他団体・他
校との交流にも⼒を注ぎました。 
２０１１年（平成２３年）東京雄⽔会創設 40周
年記念では、⼯房 201 番 湊 恭太さん（⾼ 37
期）に破格の価格で創作家具・⽊製⻑椅⼦をご制
作頂き、これを⺟校に寄贈したことが忘れられま
せん。 

 
 
 
 

▲木製長椅子と ▼創作家具 

         

 
 
 
 
 
 
 

顧問に就任してからは、後継の三役が⽴派に会の 運営に当たってくれています。⼥性会員の増員は
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⼤変嬉しいことです。こういった後継へのバトン
タッチによって東京雄⽔会での私の役⽬は完遂し
たと感じました。今は⼀会員として第 9代会⻑に
「フレー・フレー 川⼝」と⼼の中でエールを送
っております（笑）。 
近年は秋⽥県がひとつになって秋⽥のスポーツ、
⽂化を応援する「秋⽥ふるさと応援団」に所属し

ております。今年に開催されるチャリティイベン
ト「秋⽥応援の集い」では、秋⽥の野草、薬草を
使った有名な「ごほんと⾔えば⿓⾓散」でお馴染
みの藤井隆太社⻑が講演します。 
ぜひ、令和 7 年 8⽉ 30 ⽇㈯11:00〜東京雄⽔会の
皆さんも四⾕のスクワール麴町会場へご来場をお
待ちしております。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

秋田ふるさと応援団チャリティイベント「秋田応援の集い」        体操 池谷幸雄 講演中に演題の上でひょいと逆立ち 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 

 

東中野区民センターでなまはげ交流会           お父上様が北秋田出身の俳優の高橋克典様が特別出演 
 
＜喜寿は通過点と思いたい＞ 

私は近頃、「７7歳まで⽣きたからにはもう少し
⻑⽣きしたいと」思って、「周りのみんなに感謝
をして楽しい⼈⽣を送る」のを新たに⽣きる⽬標
にしました。若者に説教している⽼⼈を⾒掛けま
す。⾃分の価値観で⼈を責め、ひとつの失敗を全
否定するような⽼⼈には成りたくないと思ってお

ります。とにかく感謝を忘れない楽しい⼈⽣を送
り、あと数年はあちらから呼ばれないようにした
いと思います。 
会員の皆さんのご健勝と東京雄⽔会の今後のます
ますのご発展を願っております。
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令和７年東京雄⽔会 新年会 
 

東京雄水会の新年会が、2025 年 1 月 25 日(土)12
時から東京日比谷の佐藤養助日比谷店で、昨年よ

り 1 名多い会員 33 名が集い開催された。  
 冒頭物故会員に対し黙祷を捧げた後、川口会長

が挨拶し、母校の近況報告・昨年の活動報告と本

年活動についての協力のお願いがあり、続いて、

岸本顧問の乾杯のご発声で懇親の部に入った。 
 アルコールが入ったら会は一気に盛り上がり、

テーブル毎或いはテーブルを移って、同期・同ク

ラブ・中学の同窓等それぞれ話に花が咲き、会場

のあちこちで歓声や笑い声があがるなど和やかな

雰囲気に終始した。小林陽一さんから 2 月のライ

ブの紹介があった後、途中から遠藤応援団長の飛

び入り司会で、最近全国大会出場から遠ざかって

いる硬式野球部について大森義昭さんから、サッ

カー部について足利道夫さんから、現状と今後の

見通しについて説明があったり、佐藤康子さんか

らレスリング部から大相撲の世界に入った欧山田

（現在幕下 50 枚目）の紹介があり、激励の寸志が

7 万円強集り欧山田に送られることになったり、

多いに盛り上がった。 
雰囲気も最高潮に、いよいよ校歌斉唱。指揮は

遠藤武二さんの後を受けた宮崎勇一監査副会長

(高 18 期)、堂々たる指揮で校歌を声高らかに斉唱

した。最後に、6 月 21 日(土)開催の「東京雄水会

の集い」での再会を期し、安宅副会長(高 31 期)の
閉会挨拶で会を終了した。なお、岸本顧問から金

一封とお酒、越前谷顧問と川口会長から金一封、

安宅副会長からお酒の差し入れがありました。あ

りがとうございました。会費の残金は東京雄水会

会計に寄付させていただきました。 
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まずは記念撮影 
【出席者(敬称略)〈卒業期・五十音順〉】 
大門彰高 8)、平塚秀樹(高 13)、阿部一夫、遠藤武二、岸本六蔵、進藤紀夫(以上高 16)、伊藤敏明、 

加藤由市、平川昌司、松岡悦子(以上高 17)、越前谷千秋、水沢公一、宮崎勇一、渡部峰博(以上高

18)、伊藤年行、大森義昭、戸井田俊明、星野勝(以上高 19)、足利道夫(高 20)、伊藤和朗、大橋弘

幸、加藤通、佐藤政雄、新城敦、夏井洋二(以上高 21)、小林陽一(高 23)、川口輝司(高 25)、安宅

彰(高 31)、 

柏谷康、齋藤奈智子、佐藤康子、白石稲子、(以上高 33)、保坂素子(高 41) 

以上 

 
 
 
 

会長挨拶 

 
 
 
 
 
 
 
 
                          乾杯のご発声は           

                       岸本顧問 

                         
             
 
 
 
 
 
 
 

                             出席者最長老の 

                             大門さん（高 8）  

                              川口会長（高 25） 
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小林陽一さん（高 23）(左)と平塚秀樹さん（高 13）(右) 

 
 
 
 
 

岸本顧問(左)と進藤紀夫さん(右) 
 
 
 
 
 

 

 

 

遠藤武二さん(左)と阿部一夫さん(右) 

 
 
 
 
 
 
                      高 17 期の皆さん、左から       

加藤由市さん、平川昌司さん、 

伊藤敏明さん、松岡悦子さん 
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高 18 期の 

水沢公一さん(左)と越前谷顧問(右) 

 
 
 
 
 
 
 

18 期の 

宮崎勇一さん(左)と渡部峰博さん(右) 
 
 
 
 
 
 

高 19 期の 

大森義昭さん(左)と伊藤年行さん(右) 

 
 
 
 
 
 

 
高 19 期の 

星野勝さん(左)と戸井田俊明さん(右) 

 
 
 
 
 
 

 

高 20 期の足利道夫さん(右手前) 
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高 21 期の 

大橋弘幸さん(左)と加藤通さん(右) 

 
 
 
 
 
 
 
 
高 21 期 

左から伊藤和朗さん、 

夏井洋二さん、新城敦さん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
                    高 31 期の安宅彰さん(中央) 

 
 
 
 

 

高 33 期の 

佐藤康子さん(左)と 

齋藤奈智子さん(右) 
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高 33 期の 

柏谷康さん(右)と白石稲子さん(左) 

 
 
 
 
 
高 41 期の 

保坂素子さん(左)と白石稲子さん(右) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
▲ 足利さんと  

▶ 柏谷さんの浦和レッズ繫がり 

 
 
 
 
 

               大門さん以下卓球部の面々 
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31 期と 33 期の仲良しメンバー 

 
 
 
 
 
 
 
 

ブラスバンド部のメンバー 

 
 
 
 
 

東雄句会の松岡さんと夏井さん 

 
 
 
 
 
                     

出席者の中では若手のメンバー 

 

 

 
 
 
 
 

世代を超えて懇親を図りました 
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第 72 回雄球会ゴルフコンペ開催報告 

 

雄球会事務局 戸井田俊明（高 19 期） 

 

 2024 年 9 月 25 日（水）、佐倉カントリー倶楽部にて毎年恒例秋の雄球会ゴルフコン

ペが開催され、会員 19 名が参加しました。コンペの結果を下記の通りご報告いたしま

す。 

東京雄水会の皆様には、次回第 73 回大会でお会いできることを楽しみにしておりま

す。 

 

《大会概要》 

去年と並んで「最も暑い夏」となったこの夏、

9 月に入っても相変わらず 30 度を超える日が続

いていましたが、コンペ開催当日は秋の雰囲気に

変わり、時々小雨ながらゴルフ日和のもと開催さ

れました。 

コンペは高 15 期から高 25 期までの総勢 19 名

と幅広いメンバーが参加しました。 

普段はベント芝グリーンでプレーすることが

多く、佐倉カントリー倶楽部独特の高麗グリーン

の難しさと深いラフのため、皆さんスコアメイク

に苦労しましが、楽しく会話しながらラウンド

し、親睦を深めました。 

 

結果は、加藤由市さん（高 17 期）と

辻永忠彦さん（高 18 期）がネット「75」

で首位に並びましたが、後半の 16 番、

17 番でパーを獲得の加藤由市さんがグ

ロススコア上位で優勝、辻永忠彦さんが

惜しくも準優勝となりました。 

三位が一打差ネット「76」の田仲正雄

さん（高 20 期)でした！ 

 

新ペリアの部では田仲正雄さん（高 20

期）が優勝、準優勝が夏井香さん（高 25 期）、三位が齊藤睦男さん（高 15 期）でした！ 

 

ベスグロ賞は齊藤睦男さん（高 15 期）と田仲正雄さん（高 20 期)が「91」でしたが

大会ルールにより、最年長の齊藤睦男さん（高 15 期）が獲得しました！ 
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優勝の加藤由市さん（高 17 期）は「直前に腰を痛めてゴルフが出来るか心配でした

したが同組メンバーに恵まれ、楽しくゴルフが出来ました」と喜びを語っておりまし

た。 

 

久しぶりに顔を合わせる方も多く、とても和やかなコンペとなりました。旧交を暖

め、和気あいあいの中次回コンペでの再会を約束し、散会しました。 

今回ご参加いただけなかった方も、来春にはご参加いただけるのを楽しみにしてい

ます。次回３月 26 日（水）佐倉カントリー倶楽部でお会いしましょう。 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 

《大会成績》 

優 勝：加藤 由市（高 17 期）グロス 97 ハンディ 22 ネット 75 

準優勝：辻永 忠彦（高 18 期）グロス 99 ハンディ 24 ネット 75 

第三位：田仲 正雄（高 20 期）グロス 91 ハンディ 15 ネット 76 

第四位：齊藤 睦男（高 15 期）グロス 91 ハンディ 14 ネット 77 

第五位：遠藤 武二（高 16 期）グロス 99 ハンディ 22 ネット 77 

ラッキーセブン賞 

   ：岸本 六蔵（高 16 期）グロス 100ハンディ 22 ネット 78 

ブービー賞：足利 道夫（高 20 期）ネット 100 

ベスグロ賞：齊藤 睦男（高 15 期）グロス 91 

 

（新ぺリアの部） 

優 勝：田仲 正雄（高 20 期）グロス 91 ハンディ 16.8 ネット 74.2 

 

今回のコンペに東京雄水会川口会長より優勝、ラッキーセブン賞、ブービー賞、新

ペリアの部優勝に賞品をご寄贈いただきました。ありがとうございました。 

 

《大会参加者》 

齊藤 睦男(15 期)、遠藤 武二(16 期)、岸本 六蔵(16 期)、加藤 由市(17 期) 

鍬田 慶子(18 期)、田中  優(18 期)、辻永 忠彦(18 期)、水沢 公一(18 期)湊  

次成(18 期)、戸井田俊明(19 期)、星野  勝(19 期)、足利 道夫(20 期)田仲 正雄(20

期)、加藤  通(21 期)、夏井 洋二(21 期)、佐藤 銀弥(22 期)川口 輝司(25 期)、柴

田  章(25 期)、夏井  香(25 期) 
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(優勝：加藤由市。夏井香幹事より賞品授与） 

 
                                   （準優勝：辻永忠彦） 
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優勝者のひとこと（第 72 回大会） 

 

加藤 由市（高 17 期） 

 

昨年 12 月まで秋田でサラリーマン生活を送り退職を機に年末に

76才にして初めて東京に移住しました。 

秋田では、秋田市中心部から車で 15分で秋田カントリークラブ

があり、45分圏内に 5〜6個所のゴルフコースがあります。覚悟

はしてましたが、東京ではゴルフ事情が当然悪いです。私はゴル

フの練習が大好きなんですが、運転免許証返納間近の為、車がな

く、練習場に行けなくて困ってます。 

又、秋田県内のゴルフ場は概ねメンバーの高齢化に阿る為

（？）シルバーテイ（70才以上）を極端に前進させて設定してい

る為大変楽です。東京では、誰もシルバーテイから打たないんで飛ばない私は焦って

ます。 

雄球会には今年 3月以来 2度目の参加でした。やはり、7月に秋田でラウンドして

以来のぶっつけ本番でしたからショットは絶不調だし、数十年ぶりのコーライグリー

ンだし、苦労しましたが、パートナーの遠藤雄球会長、紅一点の鍬田さん、完璧事務

局の戸井田さんの秋商愛溢れる励ましのおかげでどうにか完走でき、その上運良く優

勝できました。 

秋田でもプライベートコンペで多少は優勝経験がありますが、東京での優勝は又、

格別でとても嬉しいです。次回も頑張ります。 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 
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第 73 回雄球会ゴルフコンペ開催報告 

 

雄球会事務局 戸井田俊明（高 19 期） 

 

 2025 年 3 月 26 日（水）、佐倉カントリー倶楽部にて毎年恒例春の雄球会ゴルフ

コンペが開催され、会員 16 名が参加しました。コンペの結果を下記の通りご報告い

たします。 

東京雄水会の皆様には、次回第 74 回大会でお会いできることを楽しみにしており

ます。 

 

《大会概要》 

東京雄水会ゴルフ同好会「雄球会」コンペは、今回も絶好のゴルフ日和の中で開催

されました。 

満開の枝垂桜、雪柳やコブシの花が咲く佐倉カントリー倶楽部で爽やかな春の空気

を吸いながら、同窓生との

ゴルフを楽しんだ一日と

なりました。 

コンペは定刻９時 10 分

ＯＵＴ１番より、１組目の

前回大会優勝者の加藤由

市さん（高 17 期）がティ

ーオフ。この後、メンバー

の声援に見送られながら

順次スタートしました。 

結果は、川口輝司さん

（高 25 期・東京雄水会会

長）が最終１８番ホールで夏井香さん（高２５期）を逆転して優勝（第 68 回大会以

来二度目）を飾りました。 

夏井香さんは 17 番ホール迄安定したゴルフでトップでしたが、最終の１８番ホー

ルでセカンドがガードバンカーに捕まり、まさかの「ああ…、無限のバンカー地獄」で

このホール「11」。同組の川口輝司さんはバンカーを一発で脱出、「ボギーの 5」でホ

ールアウト。逆転優勝となりました。 

プレーが終わったあとの表彰式でもこのバンカーでの記録的大叩きは話題になりま

したが、夏井香さんは新ペリアの部優勝、ベスグロ賞も獲得しました。 
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久しぶりの再会にプ

レーの合間や昼の休憩

時には、お互いの健康や

母校の話題、同窓生の消

息等を話し合う風景が

見られました。久方振り

の再会を喜び、雄水会会

員の繋がりを感じた一

日となりました。 

プレー終了後の倶楽

部ハウスでの表彰式・懇

親会では川口輝司東京

雄水会会長より東京雄

水会の現状、六月開催の集いへの参加呼びかけがあり、優勝者ほかのスピーチ等旧交を暖め、

最後に雄球会遠藤武二会長の音頭で校歌を斉唱。次回コンペでの再会を約束し散会しました。 

次回 9 月 10 日（水）は雄球会第 74 回大会となります。次回雄球会でお会いしましょう。 

 

《大会成績》 

優 勝：川口 輝司（高 25 期）グロス 104 ハンディ 30 ネット 74 

準優勝：夏井  香（高 25 期）グロス 90 ハンディ 11 ネット 79 

第三位：田中  優（高 18 期）グロス 96 ハンディ 16 ネット 80 

第四位：戸井田俊明（高 19 期）グロス 107 ハンディ 26 ネット 81 

第五位：岸本 六蔵（高 16 期）グロス 105 ハンディ 22 ネット 83 

 

（新ぺリアの部） 

優 勝  ：夏井  香（高 25 期）ネット 75.6 

ベスグロ賞：夏井  香（高 25 期）グロス 90 

 

東京雄水会川口輝司会長より準優勝、7 位、10 位、ブービーに賞品をご寄贈いただきまし

た。有り難う御座いました。 

 

《大会参加者》 

齊藤 睦男(15 期)、遠藤 武二(16 期)、岸本 六蔵(16 期)、加藤 由市(17 期) 

鍬田 慶子(18 期)、田中  優(18 期)、辻永 忠彦(18 期)、水沢 公一(18 期)湊  次

成(18 期)、戸井田俊明(19 期)、足利 道夫(20 期)、加藤  通(21 期)夏井 洋二(21

期)、佐藤 銀弥(22 期)、川口 輝司(25 期)、夏井  香(25 期) 

 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 
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優勝者のひとこと（第 73 回大会） 

 川口 輝司（高 25 期） 

 
いつもながらゴルフコンペの前日は寝付きが悪くウトウトし

ながら午前３時５０分に起床。２時間かけ「佐倉カントリー倶
楽部」に戸井田さんと一番乗り。２月に購入した易しいアイア
ンで早速練習開始。「増田哲仁プロの脱力スイング」を参考に
力を抜いてのスイング。いつもと違い、なぜかボールはまっす
ぐ飛ぶ、今日は何かがありそうな予感。 
OUT４組目、足利道夫さん（高２０期）、加藤通さん（高２１

期）、夏井香君（高２５期）と談笑しながらのスタート。いつも
は同伴者より 1ヤードでも飛ばそうとドライバーを強振、結果は
右や左にボールが散ってOB杭の餌食。今日は「脱力スイング」
でOBゼロ。２打目もグリーンを余り意識せずグリーンに届いた
らラッキー。‼バンカー地獄にハマりながらも大たたきもせずに

ホールアウト。終わってみれば、バーディ、パー、ショートホールのワンオンはゼロ。バン
カー地獄にハマりながらも大たたきもせずに高ハンディにも助けられて２回目の優勝となっ
た。この優勝でやっとゴルフというスポーツの入口が見えたような気がする。 

ゴルフを始めて４０年、練習はほとんどせず年２回の会社のコンペに参加するくらいでし
た。６５歳からは週２日勤務となったことから時間に余裕ができ YouTubeの動画を参考に
試行錯誤しながら体に負担のかからないスイングを練習している。体力を維持して後１０年
はプレーを続けたい。 

雄球会は、先輩・後輩の垣根を超え「バカ喋り」をしながら「偶には真剣にボールと向き
合い」終始和やかなゴルフコンペです。 

同窓生の皆さん是非とも参加しては如何ですか、絶対に楽しいゴルフコンペです。 
最後に会長の遠藤武二さん、事務局の戸井田俊明さん、幹事の岸本六蔵さん、加藤由市さ
ん、大変お世話になりました。 

次回、９月１０日（水）「佐倉カントリー倶楽部」でお会いしましょう。 
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《参加者集合写真》 

 

 

（大会風景） 

  

優勝（川口輝司）・遠藤会長 準優勝（夏井香）・遠藤会長 
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「秋田ふるさと応援団」と「東京雄水会」と「私」 
 

あげまき会東京支部（秋田北高同窓会） 
支部長 藤原 宏子 
 

秋田ふるさと応援団に関わったのは、2011 年

「3.11 東北・東日本大地震チャリティの集い」

でした。あげまき会東京支部の役員会で「同

行者OKだから行かない？」と声をかけられ、

主人に聞いたら「行ってもいいよ」というの

で二人で参加しました。（現在は弟も巻き込

み家族３人、団員です） 
 
 
 
 
 
 
 
 
秋田北高とは全然違うパワーを感じて、ちょ

っと驚いたことを記憶しています。 
それからご縁を結ばせていただき、途中から

進行役を仰せつかりましたが、しばらくは応

援団との繋がりはチャリティ当日のお手伝

いのみ。組織の大変さなど知る由もありませ

んでした。 
応援団は 2017 年に東京都からの認証を受け、

「特定非営利活動法人（NPO 法人）秋田ふる

さと応援団」として新たな船出をしました。

私はＮＰＯ法人で仕事をしていたこともあ

りお手伝いするようになり、今日までバック

ヤードの一員として参加させていただいて

います。秋田ふるさと応援団の活動や情報は、

ホームページでご紹介していますので、ぜひ

ご覧ください。 
秋田ふるさと応援団はスポーツ系応援団の

イメージが大きいかと思いますが、スポーツ

だけではありません。チャリティーイベント

でお預かりするお気持ちは、毎年秋田県高等

学校体育連盟、秋田県高等学校文化連盟への

支援とさせていただいています。 
秋田にいた頃になぜか突然、野球というスポ

ーツが好きになり、高校、大学、社会人とア

ナウンサー（ウグイス嬢）を経験し、アマチ

ュア野球の仕事に長く携わりました。ただ野

球以外のスポーツの知識はほとんど素人！ 

応援団に入会してから、サッカー、ラグビー、

卓球、バレーボール、バスケットボール・・

とにわか仕込みの私です。 
 
 
 
 
 
 
 
またご存じの通り、秋田ふるさと応援団は東

京雄水会を抜きにしては語れません。 
中枢を担う財務部部長の阿部信男氏をはじ

め、顧問の岸本六蔵氏、越前谷千秋氏、理事

の伊藤和朗氏、川口輝司氏など東京雄水会の

皆さんが多数参加してくださっています。そ

のバイタリティーは応援団の大切な活動力

になっています。 
しかしまだまだ発展途上！ 会員募集中で

す。ご協力をお願いいたします。 
このような形で東京雄水会とご縁ができま

したことに感謝するとともに、秋田への思い

と後輩たちへのエールを東京の地で一緒に

育てていきませんか？

秋田ふるさと応援団役員集合写真 

なまはげと家族 



 - 61 - 

秋田商業高校 令和６年度の主な出来事（抜粋） 

 
4. 5 着任式・新任式・始業式 

4. 8 入学式 210名 

4.10 対面式、部活動紹介 

 4.24 生徒総会、PTA総会 

4.25 開校記念日（104周年） 

5.13～16  1学期中間考査 

       6.16 全商ビジネス計算実務検定 

6.23 全商簿記実務検定 

6.30 全商ビジネス文書検定 

7.1～2  1学期期末考査 

      7.19 1学期終業式 

8.20 2学期始業式 

9.8  全商英語検定 

9.15 全国英語スピーチコンテスト 

9.22 全商情報処理検定 

9.30～10.3  2学期中間考査 

10.18～19 キッズビジネスタウン 

10.19  AKISHOP 

11.5～8 ２年生修学旅行 

11.10 全商ビジネス計算実務検定 

11.12～14 文化部フェア 

11.17  日商簿記検定 

11.24  全商ビジネス文書検定 

11.28～12.3 2学期期末考査 

 

12.4～6 球技大会 

12.8  全商財務会計検定 

12.12 ビジネス実践報告会 

12.15 全商英語検定、 

ビジネスコミュニケーション検定 

12.19 芸能発表会 

12.20 2学期終業式 

12.26 吹奏楽部定期演奏会 

1.14  3学期始業式 

1.19  全商情報処理検定 

1.26  全商簿記実務検定 

2.2  全商商業経済検定 

2.12  秋商雄水会新入会員歓迎会、 

３年生を送る会 

2.18～21  1、2年生学年末考査 

2.23  日商簿記検定 

2.28  表彰式 

3. 3   第76回卒業証書授与式     

    229名（男子116名、女子113名） 

3. 5～6   一般選抜学力検査 

3.13  一般選抜学力検査合格者発表 

3.24  二次募集合格者発表 

3.25  離任式 

3.26  令和7年度新入生  入学説明会・物品
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令和６年度秋田商業高校各クラブの活動実績（抜粋） 

 
《インターハイ・全国大会出場クラブ・出場者》 

 
レスリング部 男子（10 名） インターハイ 団体出場・個人 5 名出場 
              SAGA2024 国民スポーツ大会  

少年フリー 55kg 級 第 1 位（山鹿辰士選手）、65kg 級 第 5 位 
      女子（2 名） インターハイ 個人出場 
剣道部   男子（7 名） インターハイ 団体出場 女子（1 名） インターハイ 個人出場 
卓球部   男子（7 名） インターハイ 団体出場 
      女子（7 名） インターハイ 団体出場、個人シングルス 1 名出場、ダブルス 1
組出場 
柔道部   男子（1 名） 第 47 回全国柔道選手権大会 個人出場 

女子（4 名） インターハイ 団体出場、個人 3 名出場 
             第 47 回全国柔道選手権大会 個人 1 名出場 
テニス部  女子（2 名） インターハイ 個人シングルス 1 名出場 ダブルス 1 組出場 

SAGA2024 国民スポーツ大会 個人 1 名出場 
水泳部   男子（2 名） インターハイ 個人 1 名出場 

SAGA2024 国民スポーツ大会 個人 2 名出場 
陸上競技部 女子（1 名） SAGA2024 国民スポーツ大会 個人出場 
少林寺拳法 女子（1 名） インターハイ 個人出場 SAGA2024 国民スポーツ大会 個人出
場 
フェンシング女子（1 名） インターハイ 個人出場 
  
ワープロ部（1 名）   第 71 回全国高校ワープロ競技大会 個人出場 
会計学部（1 名）    第 40 回全国高校簿記競技大会 個人出場 
珠算電卓部（4 名）   第 71 全国高校ビジネス計算競技大会 珠算団体 出場 
コンピュータ部（1 名） 第 36 回全国高校情報処理競技大会 個人出場 
英語部（1 名）      第 41 回全国商業高校援護スピーチコンテスト 個人出場 
 

【運動部】 

硬式野球部 

サッカー部 

陸上競技部 

卓球部 

剣道部 

柔道部 

水泳部 

テニス部 

レスリング部 

軟式野球部 

バスケットボール部 

バレーボール部 

 

【文化部】 

文芸部 

珠算電卓部 

吹奏楽部 

家庭部 

商業美術部 

英語部 

華道部 

ワープロ部 

茶道部 

会計学部 

コンピュータ部 

囲碁・将棋部 

生徒会執行部 

チアリーディング同好会
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東京雄⽔会 会則 

 
第 １ 条（名  称） 
本会は東京雄⽔会と称し、秋⽥市⽴秋⽥商業⾼等学
校同窓会東京⽀部を構成する。 
 
第 ２ 条（⽬  的） 
本会は、会員相互の融和・親睦の向上を図り、同窓会
本部との連携を緊密にし、⺟校の発展に資すること
を⽬的とする。 
 
第 ３ 条（事 務 局） 
本会の事務局は、幹事⻑宅に置くことを原則とする。 

 
第 ４ 条（事  業） 
本会は、会報の発⾏及び会員名簿の整備を⾏うほか、
第２条の⽬的達成のために必要な事業を⾏う。 
 
第 ５ 条（会  員） 
本会は、東京⾸都圏内に居住する、秋⽥市商業学校・
⼟崎商業学校及び秋⽥市⽴秋⽥商業⾼等学校を卒業 
した者及び在学した者を普通会員とし、同校の職員
であった者を特別会員とする。 
 
第 ６ 条（役  員） 
本会に、次の役員を置く。 

(1) 会  ⻑ １ 名  
(2) 副 会 ⻑ 若⼲名   
(3) 監  査 ２ 名   
(4) 幹 事 ⻑ １ 名 
(5) 副幹事⻑ 若⼲名 
(6) 常任幹事 若⼲名 
(7) 幹  事 若⼲名 

 
第 7 条（役員の任期） 
役員の任期は２年とする。但し、再任は妨げない。 
２．補充された役員の任期は、前任者の残任期間とす
る。 
３．役員は、任期が満了しても次期役員が就任するま
での間は、その任務を続けなければならない。 
 
第 ８ 条（役員の任務） 
役員の任務は、次の通りとする。 

(1) 会⻑は、本会を代表し会務を総理する。 
(2) 副会⻑は、会⻑を補佐し会務を分掌すると共

に、会⻑に事故ある時は、その任務を代理す
る。 

(3) 監査は、会務及び会計を監査する。 
(4) 幹事⻑は、⽇常業務及び会計を処理し、副幹事

⻑・常任幹事及び幹事を統轄する。 
但し、会計業務は副会⻑⼜は副幹事⻑の内１
名を指名して委任することができる。 

(5) 副幹事⻑は、幹事⻑の業務を分掌する。 
(6) 常任幹事は、⽇常業務を分掌するほか、幹事の

⼀部を掌握する。 
(7) 幹事は、同期の会員を掌握する。 
 

第 ９ 条（顧  問） 
本会に、顧問を若⼲名置くことができる。 
２．顧問は、役員会の推薦に基づき、会⻑が委嘱する。 
３．顧問は、会⻑の諮問に応える。 
 
第１０条（機  関） 
本会に、次の機関を置く。 

(1) 総   会 
(2) 役 員 会 

 
第１１条（総  会） 
総会は、本会の最⾼議決機関とし、毎年 1 回定期的
に開催するほか、役員会が必要と認めたときは臨時
総会を開催する。 
２．次の事項は、総会の付議事項とする。 

(1) 活動報告 
(2) 収⽀決算報告  
(3) 収⽀予算案  
(4) 役員選出  
(5) 会則の改廃  
(6) その他役員会が必要と認めた重要事項 

 
第１２条（役 員 会） 
役員会は、総会に次ぐ議決機関とし、本会の重要事項
を審議・処理する。 
 
第１３条（招集・議決） 
総会及び役員会は、会⻑が招集し、議⻑は会⻑が務め
る。
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２．議事は、すべて出席者の過半数を以って決する。 
 
第１４条（会  計） 
本会の経費は、会費・寄付⾦及びその他の収⼊を以て充
てる。 
２．本会の会費は、年額 3,000 円とする。 
但し、卒業後４年間は会費の納⼊を免除する。 
 

第１５条（会計年度） 
本会の会計年度は、４⽉１⽇から翌年３⽉３１⽇ま
でとする。 
 
附  則 
この会則は、昭和 46 年 10 ⽉ 23 ⽇から施⾏する。 
２．この会則は、令和 7 年４⽉１⽇からら改定し施

⾏する。 
 

慶  弔  規  程 
 
本会の慶弔に関する業務を公正に遂⾏するため、 
この規程を定める。 
１．本会から出費する祝い⾦は次の通りとする。 
 (1) 叙勲⼜は社会的な貢献により、国から表彰 
 若しくは褒章を受けた者に対して…  10,000 円 
 (2) 他の⽀部⼜は他校の同窓会総会等に招待さ 
 れ出席する場合………………………  10,000 円 
２．本会から出費する弔慰⾦等は次の通りとする。 

(1) 会⻑経験者及び現職の会⻑……………… 
弔電＋⽣花⼜は花輪 1 基＋⾹典  10,000 円 

(2) 会⻑経験者以外の顧問及び副会⻑・監査・ 
幹事⻑・副幹事⻑・常任幹事…………… 
弔電＋⽣花⼜は花輪 1 基＋⾹典   5,000 円 

(3) 上記１・２に該当する者以外の会員…弔電 
(4) その他、特に必要と認められるものについ 

ては、会⻑の判断により対応する。 
この規程は、平成 20年 6⽉ 21 ⽇から施⾏
する。 
この規程は、平成 24 年 6⽉ 16 ⽇から改定
施⾏する。 

  
会 報 永 久 保 存 規 程 

 
本会の歴史を綴る会報を適正且つ永久に保存する 
ため、この規程を定める。 
１．永久保存する会報の部数は、原本１部及び合 
冊製本したもの５部とする。 

２．保管場所は、次の通りとする。 
 （１）原本は、事務局とする。 

（２）合冊製本したものは、⺟校３部及び会⻑・ 
 

会報編集責任者各１部とする。 
３．役員が変更された場合は、これを引き継ぎ役 

員会に報告するものとする。 
４．幹事⻑は、毎年発⾏した会報６冊を永久保存 
 ⽤として保管し、５年毎に５部合冊製本しなけ 

ればならない。 
この規程は、平成 24 年 6⽉ 16 ⽇から施⾏する。 

 
 

会 計 処 理 規 程 
 

本会の会計処理業務を継続して適正に遂⾏するた 
め、この規程を定める。 
１．収⼊・⽀出の会計処理は、総額計上とする。 
２．出⾦は、領収書と引換えに⾏うものとする。 
３．領収書は、Ａ５判の台紙１枚に付き１枚を貼 

付し、出⾦の順に綴ることを原則とする。 
４．感熱紙のレシートは、時の経過により印字が 
消滅する可能性が⾼いため⾦額を⾚書する。 

５．⼊・出⾦は全て⼊⾦⼜は出⾦の順に振替伝票に記
載し、出納帳・補助簿・元帳に転記する。 



   - 65 - 

６．勘定科⽬及び仕訳内容は、次の通りとする。 
  但し、追加が必要な場合は役員会で決定する。 
 
収 ⼊ の 部 
1.総会会費…表⽰額を超える部分は寄付⾦とする 
2.年 会 費…振替⼿数料の上乗せ納⼊部分は事務通信費

の戻りとする。 
3.寄 付 ⾦…(1)〜(3)の合計 

(1)⼀般寄付⾦…総会等の祝⾦・特定外の寄付⾦ 
(2)その他寄付⾦…特定の⽬的の寄付⾦ 
(3)応援寄付⾦…応援費特定の寄付⾦ 

4.広 告 料…会報等の広告掲載料 
5.雑 収 ⼊…受取利息他１〜４に該当しないもの 
 
⽀ 出 の 部 

1.総 会 費…会場費・講師・記念品等の直接費⽤ 
2.会 報 費…印刷製本費 
3.会 議 費…総会以外の諸会議費⽤ 
4.事務通信費…総会･会議の案内･資料･会費納付･ 
寄付依頼作成費･会報を含む送料･振替⼿数料 

5.名簿整備費…名簿修正・登録委託料 
6.寄付交付⾦…(1)(2)の合計 

(1)サークル活動…各サークルの活動費補助 
(2)その他寄付…特定寄付⾦の納付・出⾦等 

7.応 援 費…⺟校の応援・激励費⽤ 
8.渉 外 費…慶弔費・他団体の会費･祝⾦･広告費 
9.記念事業費…周年記念等の特別事業費 
10.雑  費…１〜８に該当しないもの 
この規程は、平成 24 年 6⽉ 16 ⽇から施⾏する。 
この規程は、平成 26 年 6⽉ 21 ⽇から改訂施⾏する。 
 
 

会 報 送 付 基 準 規 程 
 
会員への会報を送付する基準を明確にするため、この
規定を定める。 

１．会報を送付する会員は、次の通りとする。 
 （１）学校卒業後 10年以内の会員。 

（２）学校卒業後 11 年以降で会則第 14 条第 2 項 
に定める会費を前年度に納⼊した会員。 
この規程は、令和 7 年 4⽉ 1 ⽇から施⾏する。 
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 役  員  名  簿（案） 
（令和 7 年 6 ⽉〜令和 8 年 6 ⽉）         

                ※太字は新任者、無印：留任 
 

 顧   問     ⼤川与四郎(⾼  3)   佐藤 聰明(⾼  5)   岸本 六蔵(⾼ 16)  越前⾕千秋(⾼ 18) 

 会   ⻑      川⼝ 輝司(⾼ 25) 
 副 会 ⻑     ⼾井⽥俊明(⾼ 19)  ※佐藤 政雄(⾼ 21)   安藤  勝(⾼ 27)   ⾼橋   貢(⾼ 28) 

齋藤奈智⼦(⾼ 33)  ⽩⽯ 稲⼦(⾼ 33)   神⾺美代⼦(⾼ 41)     保坂 素⼦(⾼ 41) 
 監   査     宮崎 勇⼀(⾼ 18)  加藤  通(⾼ 21)  
 幹 事 ⻑      ※安宅  彰(⾼ 31) 
 常 任 幹 事     丹波⽇出夫(⾼ 10)  進藤 紀夫(⾼ 16)  松岡 悦⼦(⾼ 17)  宮野 精⼀(⾼ 18) 

⾜利 道夫(⾼ 20)  伊藤 和朗(⾼ 21)  ⼤橋 弘幸(⾼ 21)  菊地  昇(⾼ 22) 

佐々⽊続男(⾼ 22)   佐藤  満(⾼ 31)  ⽊⽥橋 誠(⾼ 32)   佐藤 康⼦(⾼ 33) 
⼭⼝  聡(⾼ 39)  藤嶋 ⼤久(⾼ 46) 

 
 幹   事     ⿊沢 登姓(⾼ 6)   ⼤⾨  彰(⾼ 8)  細井  昇(⾼ 10）   ⽯⽥ 京⼦(⾼ 11) 
 阿部  誠(⾼ 13)  ⼤沢 弘⼦(⾼ 14)  ⽵内 繁雄(⾼ 14)  伊藤 峰男(⾼ 15)   川合タミ⼦(⾼ 15) 

 阿部 ⼀夫(⾼ 16)  増⽥ 玲⼦(⾼ 16)  ⽯代  強(⾼ 17)  須磨  仁(⾼ 17)   秩⽗ 良三(⾼ 17) 
 平川 昌司(⾼ 17)  鍬⽥ 慶⼦(⾼ 18)   渡部 峰博(⾼ 18)  菊地 正義(⾼ 19)   ⻑野 悦⼦(⾼ 19) 
 ⽥仲 正雄(⾼ 20)  堀江 健三(⾼ 20)  中⽥ 幾⼦(⾼ 21)  丸藤⽥鶴⼦(⾼ 22)   細⾕美貴男(⾼ 22) 

 ⼤澤  誠(⾼ 23)  ⼩林 陽⼀(⾼ 23)  細⾙ 裕⼦(⾼ 23)  鎌⽥  勝(⾼ 24)   嶋⽥久美⼦(⾼ 24) 
 ⼯藤 輝雄(⾼ 25)  ⽵内 律⼦(⾼ 25)  北島 孝作(⾼ 26)  須磨  浩(⾼ 26)   中野  都(⾼ 26) 

 鈴⽊ 敏⼦(⾼ 27)  岩佐 礼⼦(⾼ 28)  太⽥  守(⾼ 28)  佐藤  洋(⾼ 28)   千葉 信也(⾼ 29) 
 ⾼橋  司(⾼ 30)  寺嶋万⾥⼦(⾼ 30)  布施 弘之(⾼ 30)  本間 直⼈(⾼ 31)   内⽥ゆかり(⾼ 32) 

 ⼤友 英春(⾼ 33)  佐々⽊幸栄(⾼ 33)  須藤はるか(⾼ 33)  伊藤 和樹(⾼ 34)   ⼯藤留美⼦(⾼ 34) 
 川野美奈⼦(⾼ 36)  ⻫藤  歩(⾼ 36)  増⼦ 政⼦(⾼ 37)  湊  恭太(⾼ 37)   菅原恵美⼦(⾼ 38) 

 江川 政幸(⾼ 39)  橋本 信⼆(⾼ 39)  相場 ⽂⾹(⾼ 40)  横内由希⼦(⾼ 40)   佐藤 珠美(⾼ 42) 
 森澤 弘光(⾼ 42)  ⼭内マリ⼦(⾼ 44)  ⻫藤美⾹⼦(⾼ 45)  沢⾥ 春美(⾼ 45)   畠⼭ 智浩(⾼ 46) 

 京増  麗(⾼ 47)  佐藤 ⼤介(⾼ 52)  ⼩布施由貴(⾼ 57)  佐々⽊ 渉(⾼ 57)   ⽥村 翔太(⾼ 59) 
 ⽵内  崇(⾼ 61)  杉舘  彩(⾼ 62))  池⽥ 萌⼦(⾼ 63)  ⽯岡 未来(⾼ 63)   藤崎明⽇⾹(⾼ 64) 
 齋藤 直道(⾼ 65)  ⽥⼝ 怜奈(⾼ 65)  ⽥村 翔⼤(⾼ 65)  菅原 勇⼈(⾼ 67)   伊藤ほのか(⾼ 68) 

 近  優華(⾼ 68)   瀧⽥ 佳伸(⾼ 68)  ⽯井 魁星(⾼ 69)  ⼤澤 佳⼦(⾼ 69)   鎌⽥茉璃乃(⾼ 69) 
 京極 加奈(⾼ 71)  成⽥ 敬⼦(⾼ 71)  渡邊 浩伸(⾼ 71)  宇野 和希(⾼ 72)   榎本 響介(⾼ 72) 

 後藤ひまり(⾼ 73)   菅原さくら(⾼ 73)   ⾼橋京太郎(⾼ 73)  茂⽊ 孝太(⾼ 73)   岩本  創(⾼ 74) 
 北嶋 菜智(⾼ 74)   菅原  凛(⾼ 74)   光⽥ 楽⽣(⾼ 74) ※⼩⻄ 陽⽃(⾼ 75)  ※館岡 美結(⾼ 75)  
 ※松橋 星羅(⾼ 75) 
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物 故 者 令和 6 年 6 月以降に判明または寄せられた会員の訃報は次の通りです。 

 

■謹んでご冥福をお祈り申し上げます。 

※転居・訃報等の情報は、事務局または役員へご連絡ください。 

 

足利 好悦

井川 正隆

大村田 進

石黒 寿

小林 薫

(秋20)

(高 8 )

(高11)

(高14)

(高17)

高橋 勝博

豊沢 貞和

菅原 鐐康
増⽥ 秀夫
豊島 ⾦範

(高 3 )

(高 9 )

(高11)

(高14)

(高17)

松田 昭康

田口 紘子

刑部 吉司

中島 誠至

木内 雅也

(高 4 )

(高10)

(高12)

(高15)

(高38)

佐藤 剛男

田口 博

佐々木哲郎

引地 勝美

(高 5 )

(高10)

(高12)

(高16)

東京雄⽔会 組織図
令和7年6⽉21⽇作成

（◎印は責任者・◯印は補佐・事務局
 運は運営委員・代は代議員・役は役員）

⼾井⽥俊明 佐藤   政雄  安藤   勝 ⾼橋  貢
齋藤奈智⼦ ⽩⽯  稲⼦  神⾺美代⼦ 保坂 素⼦

役 佐藤  政雄

代 神⾺美代⼦

役 ⼾井⽥俊明

   安宅   彰 ◎ 安宅  彰  名簿担当
◯ 神⾺美代⼦ ◎齋藤奈智⼦ ◎神⾺美代⼦ ◎保坂 素⼦

◯⽩⽯ 稲⼦

◎ 川⼝ 輝司
（分担は別途決定）

◎神⾺美代⼦ ◎⾼橋   貢 ◎安藤   勝 ◎団⻑ ◎ ⾼橋   貢
  松岡  悦⼦ ◯川⼝  輝司   遠藤  武⼆   遠藤  武⼆ 川⼝  輝司
  ⽩⽯ 稲⼦   佐藤  政雄   ⼾井⽥俊明 ◯副団⻑ 安宅   彰
     保坂 素⼦   安宅   彰   保坂 素⼦   菊地    昇菊地    昇 神⾺美代⼦

  齋藤奈智⼦   ⼩⻄   実 佐藤  政雄
  神⾺美代⼦ 松岡  悦⼦

◎ 松岡  悦⼦ ◎ 遠藤  武⼆ ◎ 神⾺美代⼦ ◎ 安藤   勝
◯ ⼾井⽥俊明 ◯ 保坂 素⼦ ◯ ⽩⽯ 稲⼦

     安宅   彰

集い担当

応援団 会報担当

加藤   通

〃 保坂 素⼦

渉外担当
秋⾼連担当

他校同窓会担当

役員会

宮崎 勇⼀

顧問団 会⻑ 川⼝ 輝司

監  査

議事録担当

幹事⻑ 安宅   彰

副会⻑

常任幹事

幹事

運 安藤    勝

けやき会担当

マスコミ担当

同期会 部活OB会 職場OB会
各期幹事 各クラブOB 各職場のOB

総  会
（東京雄⽔会の集い）

東雄ハイキングクラブ東雄句会（俳句） 雄球会（ゴルフ） 東雄⽂化部（観劇等）

サークル活動

HP担当⼥性担当 応援担当

OB会等

事務局

運 齋藤奈智⼦

経理担当

副幹事⻑
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東京雄水会第５２号会報誌作成の担当が、今年から新たな担当になりました。初めてのことばかりで、作成準

備に大変苦労致しました。皆様のご協力により、無事発刊することができました。掲載文章に、誤り等がある場合

は、お許し下さい。また、ご寄稿頂きました方々には、お忙しいところ感謝いたします。第５３号の作成には、今回

の反省点を踏まえ準備を行いたいと思います。 

                                       副会長 高橋 貢（高 28 期） 

 

 



 
 
 
 

東京雄水会 会報 第 52 号 
令和 7 年 6 月 21 日    発行 

 

発      行  東京雄水会 （秋田商業高校同窓会東京支部） 

発行責任者  会    長  川 口  輝 司 （高 25 期） 

編集責任者  副 会 長  高 橋    貢  （高 28 期） 

 

東京雄水会に関するお問い合わせ 
幹 事 長  安 宅    彰  （高31期） 
〒210-0804  神奈川県川崎市川崎区藤崎4-33-24 

TEL & FAX  044-577-3492 

携帯電話  090-2906-3786 

 

ホームページ 東京雄水会または http://akisho-tokyo-yusuikai.jp/ 
 

印     刷  株式会社 ポ ラ リ ス 
〒169-0075 東京都新宿区高田馬場2-17-3  7階 
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